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第１  議席の指定 

第２  会議録署名議員の指名 

第３  会期決定の件 

第４  議案第１号から第９号 

    (提案理由の説明、質疑、討論、採決) 

第５  議案第10号 
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議案第１号 令和８年度富山県後期高齢者医療広域連合一般会計予算 
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る条例の一部を改正する条例制定の件 
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予算（第２号） 
  
議案第10号 富山県後期高齢者医療広域連合公平委員会委員の選任に関し同意を求める件 
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欠席議員（１人） 
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説明のため出席した者 

      広域連合長      出 町   譲 

      副広域連合長     笹 原 靖 直 

          会計管理者      杉 本 周 児 
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      事 業 課 長      鎧 塚 英 樹 
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職務のため出席した事務局職員 

総務課総務係長    加 藤   穣 

総務課総務係主任   塚 原 圭一郎 

総務課総務係主任   山 本 由佳里 

     事業課主幹      金 子 有 希 

事業課資格管理係長  青 木 早 苗 

事業課給付係長    平 野 将 圭 

 

議事の経過 

◇   ◇   ◇ 

開   会 

午後４時18分 開会 

○ 議長（桜井 森夫 君） 

それでは、ただいまから、令和８年２月富山県後期高齢者医療広域連合議会定例会を開会い

たします。 

 

◇   ◇   ◇ 

諸般の報告 

 

○ 議長（桜井 森夫 君） 

この際、諸般の報告を行います。 

高岡市選出の河村幹治君は、令和７年８月31日をもって退任されました。 

また、上市町選出の中川行孝君におかれましては、令和７年10月16日に任期を満了されまし

たが、10月20日に再選出されております。また、射水市選出の夏野元志君におかれましては、

令和７年11月26日に任期を満了されましたが、11月27日に再選出されております。また、射水

市選出の奈田安弘君は、令和７年11月26日をもって任期満了となり退任されました。また、高

岡市選出の田中勝文君、酒井善広君は、令和７年11月19日をもって任期満了となり退任されま

した。また、立山町選出の舟橋貴之君におかれましては、令和８年２月９日に任期を満了され

ましたが、２月10日に再選出されております。 

 

 

 

 

 



 

◇   ◇   ◇ 

 

議事日程について 

 

○ 議長（桜井 森夫 君） 

本日の議事日程につきましては、お手元に配布の議事日程表のとおりであります。 

 

◇   ◇   ◇ 

議席の指定 

 

○ 議長（桜井 森夫 君） 

  それでは、日程第１、議席の指定を行います。 

  新たに当選された議員の議席は、会議規則第４条第２項の規定により、議長において指定を

いたします。立山町選出の舟橋貴之君の議席は１番、高岡市選出の竹内延和君の議席は２番、

射水市選出の夏野元志君の議席は７番、射水市選出の高橋久和君の議席は14番、高岡市選出の

梅島清香君の議席は18番、高岡市選出の高岡宏和君の議席は19番、上市町選出の中川行孝君の

議席は21番にそれぞれ指定をいたします。 

 

◇   ◇   ◇ 

会議録署名議員の指名 

 

○ 議長（桜井 森夫 君） 

  日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第76条の規定により、議長において19番高岡宏和君、20番松井

桂将君、以上の両名を指名いたします。 

 

◇   ◇   ◇ 

会期決定の件 

 

○ 議長（桜井 森夫 君） 

日程第３、会期決定の件を議題といたします。 

今定例会の会期は、本日１日間といたしたいと思います。これにご異議ございませんか。 

 



 

（異議なしと呼ぶ者あり） 

○ 議長（桜井 森夫 君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、会期は１日間と決定いたしました。 

 

◇   ◇   ◇ 

議案の上程 

 

○ 議長（桜井 森夫 君） 

  次に、日程第４、議案第１号から第９号を一括議題といたします。 

 

◇   ◇   ◇ 

提案理由の説明 

     

○ 議長（桜井 森夫 君） 

  広域連合長より、提案理由の説明を求めます。 

 

○ 広域連合長（出町 譲 君） 

提出いたしました議案について、その概要を申し上げます。 

はじめに、令和８年度予算案件について申し上げます。 

議案第１号、令和８年度一般会計予算につきましては、広域連合の運営に要する経費を計

上いたしております。歳出予算では、派遣職員人件費負担金１億5,042万８千円などを見込ん

でいるものであります。その財源となります歳入予算では、市町村負担金１億7,327万８千円

などを見込み、歳入歳出予算の総額を、それぞれ１億7,328万１千円といたしたいものであり

ます。 

次に、議案第２号、令和８年度後期高齢者医療事業特別会計予算につきましては、後期高

齢者医療制度を運営するにあたり、広域連合が行う後期高齢者医療事業に要する経費を計上

いたしております。主な歳出予算では、被保険者の療養諸費として1,778億7,487万９千円、

高額療養諸費119億1,346万４千円、保健事業費12億4,669万３千円などを見込んでいるもので

あります。その財源となります歳入予算では、医療費の国庫負担金として466億4,810万７千

円、県負担金163億4,452万円、市町村負担金383億3,293万４千円、支払基金交付金733億7,286

万９千円などを見込むなど、歳入歳出予算の総額を、それぞれ1,932億95万３千円といたした

いものであります。 



 

続きまして、条例案件について申し上げます。 

議案第３号、行政手続条例の一部を改正する条例制定の件につきましては、デジタル社会

の形成を図るための規制改革を推進するためのデジタル社会形成基本法等の一部を改正する

法律に基づき、行政手続法が改正され、聴聞等の通知方法についてデジタル技術を活用した

利便性の向上が図られることから、当広域連合の行政手続条例について、所要の改正を行う

ものであります。 

続きまして、議案第４号、特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例制定の件につきましては、国家公務員等の旅費に関する法律の改正に

準じ、所要の改正を行うものであります。 

続きまして、議案第５号、会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改

正する条例制定の件につきましては、フルタイム会計年度任用職員の各種手当について、所

要の改正を行うものであります。 

続きまして、議案第６号、職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例制定の件につ

きましては、国家公務員等の旅費に関する法律の改正に準じ、所要の改正を行うものであり

ます。 

続きまして、議案第７号、後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例制定の件に

つきましては、後期高齢者医療保険料率の改正及び令和８年４月から徴収が開始される子ど

も・子育て支援金分の保険料率について新たに規定するとともに、高齢者の医療の確保に関

する法律施行令の一部を改正する政令の施行に伴うその他所要の改正を行うものであります。 

続きまして、議案第８号、令和７年度一般会計補正予算第１号であります。歳入歳出それ

ぞれ640万７千円を追加し、歳入歳出予算の総額を、それぞれ１億7,199万４千円といたした

い内容であります。歳出予算につきましては、派遣職員人件費負担金285万５千円の増額、市

町村事務費負担金償還金355万２千円の増額といたしております。その財源となります歳入予

算では、市町村負担金285万５千円、前年度繰越金355万２千円といたしております。 

続きまして、議案第９号、令和７年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算第２号であり

ます。歳入歳出それぞれ27億496万３千円を追加し、歳入歳出予算の総額を、それぞれ1,899

億5,405万２千円といたしたい内容であります。歳出予算につきましては、特別高額医療費共

同事業拠出金1,855万３千円の増額、基金積立金3,391万２千円の増額、諸支出金26億5,249万

８千円の増額といたしております。その財源となります歳入予算では、財産運用収入3,391万

２千円、基金繰入金26億7,105万１千円といたしております。 

以上、提案いたしました諸案件についての説明といたします。  

何卒慎重にご審議の上、ご賛同を賜りますようお願い申し上げる次第であります。以上で

ございます。 



 

◇   ◇   ◇ 

質疑・討論 

 

○ 議長（桜井 森夫 君） 

ただいま、議題となっております議案第１号から第９号につきましては、質疑及び討論の通

告がありませんでしたので、質疑及び討論について終結いたします。 

 

◇   ◇   ◇ 

採   決 

 

○ 議長（桜井 森夫 君） 

これより、議案第１号から第９号を採決いたします。各案件は、原案のとおり可決すること

にご異議ございませんか。 

 

（異議なしと呼ぶ者あり） 

 

○ 議長（桜井 森夫 君） 

ご異議なしと認めます。よって、各案件は、原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 

◇   ◇   ◇ 

議案の上程 

 

○ 議長（桜井 森夫 君） 

  次に、日程第５、議案第10号を議題といたします。 

 

◇   ◇   ◇ 

提案理由の説明 

 

○ 議長（桜井 森夫 君） 

  広域連合長より、提案理由の説明を求めます。 

 

○ 広域連合長（出町 譲 君） 

  人事案件についてご説明申し上げます。 



 

議案第10号、公平委員会委員の選任に関し同意を求める件であります。現任の水上哲氏が、

令和８年２月26日に任期満了を迎えることから、引続き水上氏を選任することに関し同意を求

めるものであります。 

何卒慎重にご審議の上、ご賛同を賜りますよう、お願い申し上げる次第であります。以上で

ございます。 

 

◇   ◇   ◇ 

質疑・討論 

 

○ 議長（桜井 森夫 君） 

  ただいま議案となっております議案第10号につきましては、質疑及び討論の通告がありませ

んでしたので、質疑及び討論について終結いたします。 

 

◇   ◇   ◇ 

採   決 

 

○ 議長（桜井 森夫 君） 

これより、議案第10号を採決いたします。議案第10号について、原案のとおり同意すること

に、ご異議ございませんか。 

 

（異議なしと呼ぶ者あり） 

 

○ 議長（桜井 森夫 君） 

  ご異議なしと認めます。 

 

◇   ◇   ◇ 

閉   会 

 

○ 議長（桜井 森夫 君） 

以上で、本日の日程はすべて終了いたしました。 

これをもちまして、今定例会を閉会いたしたいと思います。これにご異議ございませんか。 

 

（異議なしと呼ぶ者あり） 

 

 



 

○ 議長（桜井 森夫 君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、令和８年２月富山県後期高齢者医療広域連合議会定例会を閉会いたします。 

ご苦労様でございました。 

 

午後４時33分 閉会 



 

地方自治法第123条第１項及び第２項の規定により、上記会議の次第等を記録し、その正確なるこ

とを証するために、次に署名する。 

 

 

議     長   桜 井  森 夫 

 

 

    会議録署名議員   髙 岡  宏 和 

 

 

会議録署名議員   松 井  桂 将 


